
（様式第２号）

目標達成計画票（事業所記入）

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目　　標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 6

長期に身体拘束が続いてい
て、身体拘束を排除しようとす
る取り組みに欠ける

身体拘束をしなくても安全
が確保される環境作り。

身体拘束については十分に検
討し、「身体拘束マニュアル」に
沿って行動する。やむを得ず実
施する場合は、定期的に状態
の評価を行い、拘束解除のため
の取り組みを検討する。

1ヶ月

2 35

避難訓練において、非常口か
ら屋外への避難が実施されて
いない。

屋外へ安全に避難する。 H22年6月より、避難訓練では屋
外まで出る訓練を行う。

2ヶ月

3 40

玄関前のテーブルで食事をし
ている方がいる。

一緒に食堂で食事を楽しむ
雰囲気作り。

食堂のテーブルを勧めるが、玄
関前のテーブルを希望される。
個人の意向を大事にしながら、
行事の時などは食堂のテーブ
ルについていただき、他の方と
一緒に食事を楽しんでいただけ
るよう、働きかける。

2ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注２）項目数が足りない場合は、行を追加してください。

事業所名　（株）三栄グループホームすぎの子

作成日：　平成　22年　5月　1日

【目標達成計画】

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し
合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベル
に合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を記入します。


